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決算説明会
2016年3月期 第2四半期

（証券コード：6594）
http://www.nidec.com

決算説明会

12015年10月22日

－注意事項－

本プレゼンテーション及び引き続き行われる質疑応答の際の回答には、将来に関する
見通し、期待、判断、計画あるいは戦略が含まれています。この将来予測に基づく記見通し、期待、判断、計画あるいは戦略が含まれています。この将来予測に基づく記
載や発言は、為替変動、製品に対する需要変動、各種モータの開発・生産能力、関
係会社の業績及びその他のリスクや不確定要素を含みます。本プレゼンテーション及
び引き続き行われる質疑応答の際の回答に含まれる全ての将来的予測に基づく記
載や発言は、プレゼンテーションの日に入手可能な情報に基づいており、私達は、法
令に定めのある場合を除き、このような将来予測に基づく記載や発言を更新する義
務を負いません。また、この記載や発言は、将来の実績を保証するものではなく、実
際の結果が、私達の現在の期待とは、実体的に異なる場合があります。このような違
いには、多数の要素が原因となり得ます。これらの要素やリスクについては当社の継
続開示及び適時開示等の記載をご覧ください。
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（表紙の写真は、本年8月に買収したｽﾍﾟｲﾝのﾌﾟﾚｽ機器ﾒｰｶｰ、ｱﾘｻ・ﾌﾟﾚｽ社の大型ｻｰﾎﾞﾌﾟﾚｽ機です）
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連結決算業績

（百万円）
１４年度

第２四半期（累計）

１５年度

第２四半期（累計）
前年比

１５年度

通期見込

売上高 489,511 587,352 +20.0% 1,150,000

営業利益 51,923 61,850 +19.1% 130,000

利益率 10.6% 10.5% - 11.3%

税引前利益 51,538 63,409 +23.0% 126,000

純利益 36,713 47,622 +29.7% 90,000

一株利益（円） 133.11 160.75 +20.8% 302.87

配当金（円） 30 00 40 00 80 00
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為替感応度：1円あたり米ドルは売上高68.0億円、営業利益8.0億円、
ユーロは売上高10.0億円、営業利益2.5億円 （全てFY15通期ベース）。

配当金（円） 30.00 40.00 - 80.00

対米ドル為替レート

平均・・・

期末・・・

103.04円

109.45円

121.80円

119.96円

+18.2%

+9.6%
115.00円

（下期想定レート）

連結売上高、営業利益、税引前利益、純利
益の全項目において、第2四半期（累計）の
業績としては過去最高を更新

第2四半期（累計）決算ハイライト

業績としては過去最高を更新。

特に、純利益は前年同期比約3割増益を達
成。

四半期ベースの営業利益は、12年度の構
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造改革を経て10四半期連続のQ/Q増益。
同売上高も、7四半期連続のQ/Q増収とな
り四半期で初の3千億円台へ。
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売上高（左軸） 営業利益（右軸）

連結売上高・営業利益の四半期別推移

7四半期連続増収・10四半期連続増益
四半期ﾍﾞｰｽで初の
売上高3千億円超え
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【前回のガイダンス】
（FY15、1Q決算時）

【今回のガイダンス】
HDD市場

当社ﾓｰﾀ

TAMは弱含みも当社ﾓｰﾀはｼｪｱ増で対抗

ＨＤＤ市場のトレンド①
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（各種資料より日本電産推定）

（予想） （予想） （予想）
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高付加価値品の取り込みによる収益性アップ

【HDD市場の中期予想（台数）】

ＨＤＤ市場のトレンド②

（百万台）

300 

400 

500 

600 

堅調なｻｰﾊﾞｰ用途（ﾆｱﾗｲﾝ＋ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ）
向けのHDDﾓｰﾀは技術的に益々高難度化。

高単価・高収益が狙える市場

ｻｰﾊﾞｰ用途

553 564

468 459 441
410 398

427

7（各種資料より日本電産推定）
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（CY）

その他用途
（PC、外付けHDD等）

ﾌﾞﾗｼﾚｽへの置換えによって市場（TAM）は拡大

【精密小型ﾓｰﾀ市場の中期予想（台数）】
顧客丸ごと戦略

（深く）
アプリ丸ごと戦略

（広く）

その他小型モータの戦略

「世の中丸ごとブラシレス化」戦略

ﾌﾞﾗｼﾚｽDC（情報系）

2020年
約120億台

ﾌｧﾝ・ﾌﾞﾛｱ

6%

17%

9%

ACﾓｰﾀ
11%

その他
13%

現状のTAM

ステッピングモータ市場の攻略 （TAMの9%）

＜ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝの一例＞
OA機器用途
ATM関連用途

を、包括し
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約120億台 9%

44%

ｽﾃｯﾋﾟﾝｸﾞﾓｰﾀ

ﾌﾞﾗｼ付きﾓｰﾀ

将来のTAM

ブラシ付モータ市場の攻略 （TAMの44%）

（各種資料より日本電産推定）

＜ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝの一例＞
車載用途
OA機器用途
各種家電用途
各種ロボット用途
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ハプティック市場の中期トレンド予想

ハイエンド

年間10億個、数千億円の市場形成を予想

ＨＤＤモータに次ぐ、精密小型モータ
第２の高収益事業へ！

【世界のスマホ出荷台数予想】

ハイエンド

CY17
約15-17億台

ハイエンド
約50％ミドル～

ローエンド
約50％

①ﾊｲｴﾝﾄﾞｽﾏﾎを中心にﾊﾌﾟﾃ ｯｸの

第２の高収益事業へ！
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CY15
約14億台

約30％
ミドル～

ローエンド
約70％

①ﾊｲｴﾝﾄﾞｽﾏﾎを中心にﾊﾌﾃｨｯｸの
搭載が増加すると仮定。

②加えて、一部のﾊｲｴﾝﾄﾞｽﾏﾎへの
ﾊﾌﾟﾃｨｯｸ複数搭載を仮定。

リニア振動
アクチュエータ

年間
約10億個

（予想）

（各種資料より日本電産推定）

徹底的な収益構造改革を図り、強い事業へ

【車載の中期見通し】 【家電・商業・産業の中期見通し】

（億円） （営業利益率） （億円） （営業利益率）

車載及び家電・商業・産業用の中期重点項目
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売上高（左軸） 営業利益率（右軸）
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売上高（左軸） 営業利益率（右軸）
（億円） （営業利益率） （億円） （営業利益率）

% %

6,000億円
～

4,000億円

1兆円
～

7,000億円
（内、新規M&A
約5,000億円）
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① 技術優位性（軽薄短小）で勝負
② 同時にモジュール化戦略を付加

し、更に付加価値をアップ！
③ 大型受注をベースとした部品

内製化を本格推進！

【車載における主な施策】 【家電・商業・産業用における主な施策】

① 海外事業の早期2桁利益率達成
に総力を挙げる！

② 事業再編・統合（合理化）の徹底
③ アフターマーケット、サービス事業

の更なる強化
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売上高2,000億円体制に向けた4つのシンカ
進化 新化企業規模の拡大（従業員・ｲﾝﾌﾗ・拠点）

IoT EV
従業員数

3,000名

開発拠点

新商品・新事業の展開例

日本電産エレシスの将来像

将来像

2015 2020 2025201520202025

電動ﾎﾟﾝﾌﾟ

500億円超 1,000億円超 2,000億円超
3社

HEV/EV
ｲﾝﾊﾞｰﾀ

ﾊﾟﾜｰﾊﾟｯｸ

ADAS用途ｾﾝｻ

自前ﾃｽﾄｺｰｽ
（予定）

ｲﾝﾄﾞ開発拠点

欧州開発拠点

中国開発拠点

従業員数
（目標）

1,000名

1,800名

開発拠点（予定）
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深化 ｺｱｺﾝﾋﾟﾀﾝｽの追求 新規市場や顧客数の拡大

売上高
（目標）

3社

20社

主要客先数（OEM)
（目標）

40社

電動ﾊﾟﾜｽﾃ用ECU
市場ｼｪｱ（目標）

30%

市場ｼｪｱ（目標）

50%

30%

伸化

海外事業の改善が急務、ｸﾞﾙｰﾌﾟ総力戦で対応

【「家電・商業・産業」海外事業構造イメージ図】
【「家電・商業・産業」海外事業の

改革ロードマップ】

家電・商業・産業は収益性改善に注力

【 」海外 造 】

ソ
ー
レ
モ
ー
タ

①基盤の
再固め

②シナジー
の創出

③事業拡大
の再加速

収益性の
早期回復
に総力

改 】

日
本
電
産

キ
ネ
テ
ッ日

Ａ

日本電産
ｱﾌﾞﾄﾛﾝ

ﾓﾄｰﾙ
ﾃｸﾆｶ

Nidec Beijing 
Drive

E.M.G.

KB
Electronics

日
本
電
産
キ
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16年度 17年度15年度

グローバル
家電

商業住宅
ソリューション

産業
ソリューション

エレベータ・
ドライブ

日
本
電
産
モ
ー
タ

施策1.
本社/海外現地法人一体型の収益構造改革

施策2.
本社購買・生産技術管理機能との連携によるｺｽﾄﾀﾞｳﾝ戦略

施策3.
ｾｰﾙｽｼﾅｼﾞｰの追求

日
本
電
産

モ
ー
タ

日
本
電
産

モ
ー
タ

産ク
日
本
電
産

Ａ
Ｓ
Ｉ

ネ
テ
ッ
ク
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ｸﾛｰ
ｼﾞﾝｸﾞ

現社名
（国名）

主な事業内容 売上高 備考

「詰め物」案件を中心に今上期で6社を完了

上期のM&A実績

15年5月
Motortecnica s.r.l.

（ｲﾀﾘｱ）

発電機・ﾓｰﾀ製品の設計、製造、
修理、ﾒﾝﾃﾅﾝｽｻｰﾋﾞｽ（注力分野
は大規模改修）

11百万ﾕｰﾛ
（14年12月期）

持分取得

15年7月
Nidec (Beijing) Drive Technologies

（中国）
SRﾓｰﾀ・ﾄﾞﾗｲﾌﾞの開発・製造・販売

50百万元
（13年12月期）

SRﾓｰﾀ・
ﾄﾞﾗｲﾌﾞ事
業の取得

15年8月
ｱﾘｻ・ﾌﾟﾚｽ社

（ｽﾍﾟｲﾝ）
大型ｻｰﾎﾞﾌﾟﾚｽ機器の開発・製造・
販売及びｻｰﾋﾞｽ

20.4百万ﾕｰﾛ
（14年12月期）

買収

ﾞ
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15年8月
KB Electronics, Inc.

（ｱﾒﾘｶ）
ﾓｰﾀﾄﾞﾗｲﾌﾞ（ACﾄﾞﾗｲﾌﾞ、DCﾄﾞﾗｲﾌﾞ）、ｺﾝ
ﾄﾛｰﾙ（三相ﾌｧﾝ用）の設計、製造、販売

23百万USﾄﾞﾙ
（14年9月期）

買収

15年9月
E.M.G. Elettromeccanica S.r.l.

（ｲﾀﾘｱ）

商業用ﾓｰﾀ（ﾌﾟｰﾙ・ｽﾊﾟ用ﾎﾟﾝﾌﾟﾓｰﾀ、換
気・排煙用ﾓｰﾀ）、家電・産業用ﾓｰﾀ（ﾌﾞ
ﾚｰｷﾓｰﾀ等）の開発・製造・販売

10.4百万ﾕｰﾛ
（14年12月期）

事業資産
取得

15年9月
PT. Nagata Opto Indonesia

（ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ）
ｶﾞﾗｽﾚﾝｽﾞ加工

3.9百万USﾄﾞﾙ
（14年12月期）

買収

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ市場を、用途・地域の両面で補完
アリサ・
プレス社

日本電産

ﾐﾝｽﾀｰ
日本電産

ｼﾝﾎﾟ グループ

シナジー戦略事例～ｱﾘｻ・ﾌﾟﾚｽ社買収より～

日本電産のM&A

用
途

家電 ○ ○ ○

電子部品
（ｺﾈｸﾀ、ﾘｰﾄﾞﾌﾚｰﾑ）

○ ○

モータ・コア ○ ○ ○

製缶（食品・飲料） ○ ○

自動車（ボディー） ○ ○

自動車（部品） ○ ○ ○ ○

① 事業ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵの
転換と拡大

② 時間軸の短縮
市場・顧客・製品・技術・

生産設備・人財
＊

14

地
域

日本 ○ ○

北米 ○ ○

欧州 ○ ○

中国 ○ ○ ○

その他アジア ○ ○ ○

③ ＰＭＩにﾌｫｰｶｽ

＊PMI : Post Merger Integration （買収後の統合）

＊
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2020年度、売上高数千億円の規模を狙う

ｻｲﾊﾞｰ・ﾜｰﾙﾄﾞ

CTO直轄による新規事業への取り組み

FA・自動化事業AGV事業 ﾎﾟﾝﾌﾟｼｽﾃﾑ事業

融合

膨大なデータ
集

データ分析
に基づくスマートAGV ｿｰﾗｰﾎﾟﾝﾌﾟ ｽﾏｰﾄ

Big DataBig Data

ＡＩｾﾝｻｰ
事例① 事例② 事例③

15
ﾘｱﾙ・ﾜｰﾙﾄﾞ

を収集 に基づく
予想や最適化

スマ トAGV
搬送ﾛﾎﾞｯﾄ

ｿｰﾗｰﾎﾝﾌ
ｼｽﾃﾑ

ｽﾏｰﾄ
ﾌｧｸﾄﾘｰ

IoT
制御機

太陽光
パネル パワーコンディショナ

ポンプ

ｶﾞｲﾄﾞﾚｽAGVの実現 農業支援の実現 自動化による生産性向
上/省人化/品質管理

素材・工法・ﾛﾎﾞｯﾄ・自動化設備を先行具現化

短期目標 中長期目標
「2030年10兆円」を可能に
する基礎生産技術 構築

短期・近未来の製品開発
や生産技術 ﾚ ﾞ ﾟ

生産技術研究所を設立（15年10月）

短期目標 中長期目標
する基礎生産技術の構築や生産技術のﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ

Vision
情報

機構 組み立て

生産技術研究所

大学

外部ネットワーク
との連携

現場ニーズに基づいた
共同プロジェクト

新事業開発部

各事業部

16

機構
メカトロ

加工
成型

材料
評価

組み立て
生産工程

研究所

企業

大学

各関係会社

中央ﾓｰﾀｰ
基礎技術
研究所

生産技術
ｾﾝﾀｰ
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日本電産の車載事業

（証券コード：6594）
http://www.nidec.com

日本電産の車載事業

17 2015年10月22日

電装化の急進展を圧倒的高成長へ繋げる

車載事業ﾋﾞｼﾞｮﾝ

車載事業ビジョン

顧客
志向

地球
技術

市場環境や顧客
要望の変化に
迅速・柔軟に対
応し協働で付加
価値づくりを推進

モータを中心とし
た電装化技術に
よって地球環境
に配慮した安全
安心で快適な

社会づくりに貢献

18

地球
環境

技術
変革

車載分野における技術変革を成長の機会と捉え
グループの力を結束して未来技術を追求

社会づくりに貢献
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年間売上高「兆円超え」の企業が群雄割拠
5

2020年、車載売上高
1兆円！（目標）

（兆円）

事業環境：グローバルメガサプライヤー

1

2

3

4 1兆円！（目標）

（ｵｰｶﾞﾆｯｸ成長と新規M&A）
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（各種資料を参考に日本電産作成）

自動運転に向けたﾊﾟﾜｰﾄﾚｲﾝ/安全技術への
投資が加速 （ZFによるTRW買収、ﾏｸﾞﾅによるｹﾞﾄﾗｸﾞ買収）

【2009年 Tier1 売上高ﾗﾝｷﾝｸﾞ】 【2014年 Tier1 売上高ﾗﾝｷﾝｸﾞ】
（ﾄｯﾌﾟ10） （ﾄｯﾌﾟ10）

事業環境：激動する顧客の変化

マグナ

ｼﾞｮﾝｿﾝ・ｺﾝﾄﾛｰﾙｽﾞ

コンチネンタル

アイシン精機

ボッシュ

デンソー

現代モービス

コンチネンタル

デンソー

ZF

マグナ

ボッシュ

（ﾄｯﾌ10） （ﾄｯﾌ10）

＊ｹﾞﾄﾗｸﾞ買収

＊＊TRW買収

＊

＊＊

企業再編
による

ランク上昇

20
0 25,000 50,000 

ZF

TRW

デルファイ

フォーレシア

マグナ

0 25,000 50,000 

レアー

ジョンソン・コントロールズ

フォーレシア

アイシン精機

現代モービス

（各種資料を参考に日本電産作成）

（百万米ﾄﾞﾙ）（百万米ﾄﾞﾙ）
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電装化の流れを受け、市場は明確な2極構造へ

はこちら

事業環境認識①

事業環境認識①

進化・
高付加

価値化する
部品群

ｺﾓﾃﾞｨﾃｨ化
する部品群

（今後淘汰
される可能性）

①モータ・アクチュエータ
②ＥＣＵ
③センサ（含、カメラ）
④バッテリー
⑤素材系部品 など

①油圧部品
②メカニカル系部品 など

車載部品の電装化
環境 全世界的な環境規制強化がシステム改革を後押し

生き残りを賭け
た電装品との
ｲﾝﾃｸﾞﾚｰｼｮﾝ

を想定

業界再編が
加速

21

環境

安全・安心

全世界的な環境規制強化がシステム改革を後押し

電子制御化による走行安全機能の向上

一般装備品の電動化・情報通信機能の向上快適・利便

競合
Ａ社

競合
Ｂ社

競合
Ｃ社

競合
Ｄ社

競合
Ｅ社

競合
Ｆ社

競合
Ｇ社

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ対応が可能なｻﾌﾟﾗｲﾔｰへの切替えが加速

事業環境認識②

Ａ社 Ｂ社 Ｃ社 Ｄ社 Ｅ社 Ｆ社 Ｇ社

ブラシレスモータ
総合技術力

★★★ ★★★ ★★★ ★★ ★★★ ★★★ ★ ★

グローバル
供給力

★★★ ★★★ ★★★ ★★ ★ ★★ ★ ★

規模 ★★★ ★★ ★★★ ★★ ★★★ ★★★ ★★ ★★★

22

品質 ★★★ ★★★ ★★★ ★★★ ★★★ ★★★ ★ ★

コスト競争力 ★★ ★★ ★ ★ ★ ★★ ★★★ ★★★

パワーパック
モジュール開発力

★★ ー ★★★ ー ★★★ ★★★ ー ★
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12,500 1,250
新規M&A（左軸）

2020年度、売上高1兆円・営業利益率２桁超を狙う

車載事業の中期戦略目標

5,000

7,500

10,000

500

750

1,000

ｵｰｶﾞﾆｯｸ売上高（左軸）

営業利益（右軸）
売
上
高
（億
円
）

営
業
利
益
（
億
円
）

23

0

2,500

FY14 FY15 FY16 FY17 FY18 FY19 FY20

0

250

（予想） （目標） （目標） （目標） （目標） （目標）

90年代半ば以降、着実に築き上げたラインナップ
ボディーシャーシ ADAS（先進運転支援）

当社の車載製品構成

ﾍｯﾄﾞｱｯﾌﾟﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｰ駆動ﾓｰﾀ ｶｰｵｰﾃﾞｨｵ・
ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ
冷却ﾌｧﾝ

ｼｰﾄﾊﾌﾟﾃｨｯｸ
ﾓｰﾀ

ｼｰﾄ空調用ﾌｧﾝ ｼｰﾄ位置調整用ﾓｰﾀ

操作ｽｲｯﾁ
ﾃﾞｭｱﾙｸﾗｯﾁ

電動ﾊﾟﾜｰｽﾃｱﾘﾝｸﾞ用ﾓｰﾀ&ECU

ABS/EPSﾓｰﾀ ABS用ECU ｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝｵｲﾙﾊﾞﾙﾌﾞ制御用
ｽﾃｯﾋﾟﾝｸﾞﾓｰﾀ

ﾘｱﾋﾞｭｰｶﾒﾗ
ﾓｼﾞｭｰﾙ

乗員検知
ｼｽﾃﾑﾕﾆｯﾄ

ﾐﾘ波ﾚｰﾀﾞｰ
ﾕﾆｯﾄ

車線維持
ｼｽﾃﾑﾕﾆｯﾄ

ｾﾝｼﾝｸﾞ用
ｶﾒﾗﾓｼﾞｭｰﾙ

周辺監視ｶﾒﾗ用
ﾚﾝｽﾞﾕﾆｯﾄ

パワートレイン

ボディー
ＡＤＡＳ

（先進運転支援）

シャーシ

自動車ﾄﾞｱﾐﾗｰ部品、
ｵｰﾃﾞｨｵ用ﾊﾟﾈﾙ、
ｽｲｯﾁ部品

車載ﾘﾚｰ用複合ﾘﾍﾞｯﾄ
接点

車載ﾘﾚｰ用ﾘﾍﾞｯﾄ
接点

ｱｸﾃｨﾌﾞｸﾞﾘﾙ
ｼｬｯﾀｰ用
ｷﾞﾔｰﾄﾞﾓｰﾀ

ﾍｯﾄﾞﾗｲﾄ
ﾚﾍﾞﾗｲｻﾞｰ用
ﾓｰﾀ

ｳｨﾝﾄﾞｳ
ﾚｷﾞｭﾚｰﾀ用
ﾓｰﾀ

ｻﾝﾙｰﾌ
ﾓｰﾀ

ﾄﾞｱﾛｯｸ用
ﾓｼﾞｭｰﾙ

ﾄﾗﾝｸｵｰﾌﾟﾝ

ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ
ｺﾝﾄﾛｰﾙﾊﾞﾙﾌﾞ

電磁弁
ﾃ ｭｱﾙｸﾗｯﾁ
ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ用
ｱｸﾁｭｴｰﾀ

ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ用ｵｲﾙﾎﾟﾝﾌﾟ/ｵｲﾙﾎﾟﾝﾌﾟ用ﾓｰﾀ

ｽﾌﾟｰﾙ ｵｲﾙﾎﾟﾝﾌﾟ ｳｫｰﾀﾎﾟﾝﾌﾟ 電動ON/OFF
切替ｳｫｰﾀﾎﾟﾝﾌﾟ

電動ON/OFF
切替ｳｫｰﾀｰﾎﾟﾝﾌﾟ

ﾓｼﾞｭｰﾙ

ｴﾝｼﾞﾝ冷却
ﾌｧﾝﾓｰﾀ

ｴﾝｼﾞﾝﾏｳﾝﾄ用
ｷﾞﾔｰﾄﾞﾓｰﾀ

ｱｲﾄﾞﾙｽﾋﾟｰﾄﾞ
ｺﾝﾄﾛｰﾙ用
ｽﾃｯﾋﾟﾝｸﾞﾓｰﾀ

ｵｲﾙｸｰﾗｰ用
ﾍﾞｰｽﾌﾞﾗｹｯﾄ 耐熱製品

パワートレイン

24
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ITで鍛えられた「軽薄短小」技術をｺｱに据えた
戦略商品

事例① 事例②

商品戦略

軽薄短小
技術

事例①
電動ﾊﾟﾜｽﾃ用ﾊﾟﾜｰﾊﾟｯｸ

事例②
ﾐﾘ波/ｶﾒﾗ一体型ｾﾝｻｰﾌｭｰｼﾞｮﾝ

「ﾌﾞﾗｼﾚｽ」で「ﾌﾞﾗｼ付」
をｺｽﾄで凌駕

ﾐﾘ波ﾚｰﾀﾞｰの車室内
実装を可能に

世界
最小

世界
最小

事例③
電動ｳｫｰﾀｰﾎﾟﾝﾌﾟﾓｼﾞｭｰﾙ

「ﾓｰﾀ＋ﾎﾟﾝﾌﾟ+ECU」という他社に真似の出来ない
世界初の構造で世界最小・最軽量の製品を実現

世界
最小

25

今後大きく伸張するｺﾗﾑﾀｲﾌﾟに新製品を投入

コラムタイプ領域におけるブラシ付きモータ需要を、当社戦略商品
（ﾌﾞﾗｼﾚｽ）にて置き換えを図ると共にﾌﾞﾗｼﾚｽを更に拡販し

商品戦略①：電動ﾊﾟﾜｽﾃ用ﾊﾟﾜｰﾊﾟｯｸ

50

60

70

80

電動ﾎﾟﾝﾌﾟ油圧ﾀｲﾌﾟ

ラックタイプ

ピニオンタイプ

コラムタイプ

（百万台）

42

47
52

57
61

64
67

70

【タイプ別、電動ﾊﾟﾜｽﾃ市場予想（台数）】

市場を席巻！

26

0
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20

30

40

CY12 CY13 CY14 CY15 CY16 CY17 CY18 CY19 CY20

40
42

（各種資料を参考に日本電産作成）
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市場は急速に拡大、安全・安心ニーズに応える

米国の新車市場における自動緊急ﾌﾞﾚｰｷ（AEB）の
標準搭載に向けて自動車OEM10社が合意

商品戦略②：次世代ﾌﾞﾚｰｷｼｽﾃﾑ

15

20

【ADAS搭載市場予想（台数）】
（百万台）

12

16

標準搭載に向けて自動車OEM10社が合意。
次世代ﾌﾞﾚｰｷｼｽﾃﾑのｺｱ部品であるﾓｰﾀには
電動ﾊﾟﾜｽﾃ用で培った技術の応用が可能！

20

ﾐﾘ波/ｶﾒﾗ一体型ｾﾝｻｰﾌｭｰｼﾞｮﾝ

27

0

5

10

CY16 CY17 CY18 CY19 CY20

2

6

12

（各種資料を参考に日本電産作成）

次世代ﾌﾞﾚｰｷｼｽﾃﾑ
用ﾓｰﾀ

冷却水の循環効率大幅アップで地球環境に貢献

日本電産のﾓｰﾀを軸に、Nidec GPMのﾎﾟﾝﾌﾟ、日本
電産ｴﾚｼｽのECUを合体。当社ｸﾞﾙｰﾌﾟ技術の粋を 環境対応①燃費の改善

商品戦略③：電動ｳｫｰﾀｰﾎﾟﾝﾌﾟﾓｼﾞｭｰﾙ

30

40

【電動ｳｫｰﾀｰﾎﾟﾝﾌﾟ市場予想（台数）】
（百万台）

25
28

31

34

結集した電動ｳｫｰﾀｰﾎﾟﾝﾌﾟﾓｼﾞｭｰﾙを市場に投入！

環境対応②：電動化進展に

ベルト駆動からモータ駆動へ

メカポンプ 電動ポンプ

28

0

10

20

CY15 CY16 CY17 CY18 CY19 CY20

18

21

25

よる「要冷却」部品の増加

HEV/EVのインバータ冷却
HEV/EVのモータ冷却
ターボチャージャー冷却用

（各種資料を参考に日本電産作成）
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ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝｵｲﾙ供給源の効率化で地球環境に貢献

日本電産の高効率モータと日本電産トーソクの高
静粛ポンプ、高機能インバータを合体。
当社グル プ技術の粋を結集した電動オイルポン

環境対応：燃費の改善

商品戦略④：電動ｵｲﾙﾎﾟﾝﾌﾟﾓｼﾞｭｰﾙ

20

25

【電動ｵｲﾙﾎﾟﾝﾌﾟ市場予想（台数）】
（百万台）

16

21

当社グループ技術の粋を結集した電動オイルポン
プモジュールを市場投入！

エンジン駆動からモータ駆動へ

メカポンプ
電動ｵｲﾙﾎﾟﾝﾌﾟ

IS & CS & SS：
積極的なエンジン停止による燃費
向上

※

※※

29

0

5

10

15

CY16 CY17 CY18 CY19 CY20

1.3

5

11
DCTクラッチ締結：
メカオイルポンプの代替でメカロス
を大幅低減し、燃費向上
HEV/EVのモータ冷却：
環境対応車駆動モータの発熱防
止により高効率の維持

※  IS：アイドルストップ CS：コーストストップ（停車直前にエンジンストップ）
SS：セーリングストップ（走行中にエンジンストップ）
※※ DCT:  デュアルクラッチトランスミッション

※※

（各種資料を参考に日本電産作成）

収益性改善の切り札、受注大型化による機会到来

日本電産ｴﾚｼｽ（宇都宮）ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ日本電産 日本電産（大連）

【 グローバル生産拠点】

部品内製化を推進

米国日本電産ｴﾚｼｽ

ｽﾍﾟｲﾝ日本電産

Nidec GPM （ﾄﾞｲﾂ） 日本電産東測（浙江）有限公司

日本電産ｴﾚｼｽ電子（中山）

日本電産（浙江） 日本電産ｻﾝｷｮｰｼｰｴﾑｱｲ（裾野）ﾄﾞｲﾂ日本電産

日本電産ﾄｰｿｸ・ﾒｷｼｺ

Nidec GPM （蘇州）

日本電産自動車ﾓｰﾀ・ﾒｷｼｺ内製部品
の事例

①ダイキャスト

（フランジ・

（ハウジング）

②シャフト

②

①

③

30
日本電産ﾄｰｿｸ・ﾍﾞﾄﾅﾑ（自動車部品）

日本電産ﾄｰｿｸ・ﾍﾞﾄﾅﾑ（ﾀﾞｲｶｽﾄ）

ﾀｲ日本電産ｴﾚｼｽ Nidec GPM（ﾌﾞﾗｼﾞﾙ）

ｲﾝﾄﾞ日本電産

②シャフト

③コア

④バスバー

⑤ブラシカード

⑥樹脂成型①

④
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お問い合わせ先
日本電産株式会社 広報宣伝・ＩＲ部

ＩＲグループ
Tel： 075-935-6140
E-mail： ir@nidec.com

※注記：

Nidec ロゴは、日本電産㈱の日本国、米国およびその他の国における登録商標または商標です。

All for dreams ロゴは、日本電産㈱の日本国における登録商標または米国およびその他の国の商標です。 31

※注記：

米国会計基準に基づき、FASB Accounting Standards Codification (ASC) 805「企業結合(Business 
Combinations)」の規定を適用しております。前連結会計年度のGeräte- und Pumpenbau GmbH Dr. Eugen
Schmidt（現NIDEC GPM GmbH）の買収により取得した資産、引き継いだ負債に関する公正価値評価が当第２
四半期連結会計期間に完了致しました。これにより前連結会計年度の連結財務諸表及び当期第１四半期の
四半期連結財務諸表を遡及修正しております。

補足資料

業績推移業績推移・
製品グループ別

状況

32
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0.4%
(0.7%)

サービス、オルゴール関連商品

電子・光学部品電子・光学部品電子・光学部品電子・光学部品

その他その他その他その他
(   )内のパーセントは昨年度の構成比率

精密小型モ タ精密小型モ タ精密小型モ タ精密小型モ タ
カメラシャッタ、スイッチ、

製品グループ別売上構成（15年度上期）

5,874億円

37.9%
(38.9%)

18.2%
(19.1%)

19.7%
（19 8%)

9.1%
(9.2%)

5.5%
(6.6%)

その他小型モータ
光ディスク装置用モータ、
ＯＡ機器用モータ、
ポリゴンレーザスキャナ用
モータ、

産業用ロボット、

ＨＤＤモータ機器装置機器装置機器装置機器装置

精密小型モータ精密小型モータ精密小型モータ精密小型モータ
、 、

トリマポテンショメータ、
部品加工、樹脂成型品

基板検査装置、高速プレス
機器、チップ実装機、計測
機器、変減速機、ＦＡ機器、
カードリーダー

家電・
商業・
産業用

33

（19.8%)

47.0%
(44.6%)

ＭＰＵ冷却用ファン、
ゲーム機用ファン、
ＰＣ・通信機器用ファン、
家電用ファン、
自動車用ファン、

携帯電話用振動モータ、
ブラシ付モータ、
ステッピングモータ、
モータ駆動ユニット

車載及び家電車載及び家電
・商業・産業用・商業・産業用
車載及び家電車載及び家電
・商業・産業用・商業・産業用

車載

産業用

23.2%
(19.0%)

23.8%
(25.6%)

900

設備投資額 減価償却費 研究開発費（億円）

（通期予想）

設備投資・減価償却費・研究開発費

400

580

444

514

700

378

452

520

478

（通期予想）

（上期実績）

（通期予想）

（通期予想）

34

304
254

13年度 14年度 15年度 13年度 14年度 15年度 13年度 14年度 15年度

（上期実績）

（上期実績）
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2,402 2,493

2,746

3,023

2,643
2,850

302
269

250

307
288

311

11 0%10 9%10 8% 10 8%

売上高 営業利益 営業利益率（％）

【売上高・営業利益の推移（億円）】

245
271 258

311298
324

238
213

238

税引前利益 純利益

【税引前利益・純利益の推移（億円）】

連結決算ハイライト

11.0%10.9%10.8%10.4% 10.8% 10.3%

14年度1Q 2Q 3Q 4Q 15年度1Q 2Q

696

営業CF 投資CF フリーCF

180191
176

213

14年度1Q 2Q 3Q 4Q 15年度1Q 2Q

【キャッシュフローの推移（億円）】【配当金の推移（円）】

303

期末配当金 第2四半期末配当金 一株利益

（予）

455 416

-171 -231

-592

184
104

284

13年度上期 14年度上期 15年度上期

22.5

27.5

40.0

40.0

40.0
30.0

207

272

13年度 14年度 15年度

（予）

35＊31ページに記載の注記にご留意下さい。

167
177 181

156151 157

売上高 営業利益

1,3891,373
1,267

1,149
1,081

1,102

売上高 営業利益

【精密小型モータ（億円）】 【車載及び家電・商業・産業用（億円）】

製品グループ別業績推移

＊31ページに記載の注記にご留意下さい。

1,185
1,0411,0291,0481,004

899

FY14/1Q 2Q 3Q 4Q FY15/1Q 2Q

売上高 営業利益

93
108 106

8686
100

FY14/1Q 2Q 3Q 4Q FY15/1Q 2Q

売上高 営業利益

【機器装置（億円）】 【電子・光学部品（億円）】

＊
＊

＊

269267277
261

227223

49

41 41
38

28

47

FY14/1Q 2Q 3Q 4Q FY15/1Q 2Q

167
158158

167
163162

13
16

20

1311
14

FY14/1Q 2Q 3Q 4Q FY15/1Q 2Q 36
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新中期戦略目標

Vision2020
新中期戦略目標

Vision2020

37

新中期戦略目標 利益ある高成長の飽くなき追求

2020年度 新中期戦略目標

①連結売上高目標 2兆円
（新規M&A 約5,000億円を含む）

② 内、車載売上高目標 7千億円～1兆円
③ 連結営業利益率目標 15％以上
④ ＲＯＥ（株主資本利益率） 18％以上

38

④ ＲＯＥ（株主資本利益率） 18％以上
（株主資本比率60%を前提目標）

⑤ グローバル５極経営管理体制の確立
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2.5 15

売上高成長（自律成長+M&A)と収益率の改善を両立させる

営業利益率15%以上

売上高と営業利益率の目標

1

1.5

2

10

売上高
2兆円

売
上
高
（兆
円
）

営
業
利
益
率
（
％
）

新規M&A 
約5,000億円

オーガニック成長
（CAGR 約7%）

オーガニック成長＋M&A
（CAGR 約12%）

7,093

8,751
億円

1.03兆円

13.9％

11.3％

9.7％

13.7％

10.7％ 10.8％

1.15兆円

39

0

0.5

FY09 FY10 FY11 FY12 FY13 FY14 FY15 FY20

0

5売上高
5,716
億円

（目標）（予想）

6,823
億円

,
億円6,760

億円

2.5％

構造改革

財務規律を維持・向上させながら 営業利益率15%/ROE18%を狙う

60%
15,000

（％）

60%

65%

（2014年度までの10年間平均ROE実績は12.2%）
（億円）

株主資本比率（右軸）

ROE（右軸）

営業利益率（右軸）

株主資本（左軸） FY15のネットキャッシュ化
が射程内に。

利益ある高成長と財務規律の両立
＊31ページに記載の注記にご留意下さい。

5,180

7,452

16.3%
15.0%

54.9%

44.4%

41.3%

46.2%
47.5%

49.1%

42.3%

18%以上
6,000

9,000

12,000

45%

50%

55%

60%

20%

営業利益率（右軸）

株主資本⽐率

ROE

三位⼀体のROE向上
・ 売上⾼純利益率
・ 総資産回転率
・ 財務レバレッジ

株主資本⽐率は、⽬標の
「50%超」を1年前倒しで達成

40

4,157

3,702

3,5533,403

2,971

9.2%

12.1% 12.0%

8.9%

13.9% 13.7%

10.7%
9.7%

10.8%

11.2%

2.0%

15%以上

2.5%

0

3,000

FY08 FY09 FY10 FY11 FY12 FY13 FY14 FY20

0%

5%

10%

15%
ROE

営業利益率

構造改革
ﾘｰﾏﾝ
ｼｮｯｸ

（2014年10月1日付けで、㈱日本格付研究所（JCR）は当社の長期発行体格付を従前のA+からAA-へ1ノッチ引き上げております）

（目標）
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精密小 家電

事業別の経営管理機能（事業軸）成長戦略の基盤強化
• グローバル自律成長

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ5極ﾏﾄﾘｯｸｽ経営管理体制の構築推進

利益あるグローバル高成長を支える仕組み作り

①日本

②中国

③ ジ

精密小型

モータ 車載
家電
商業
産業

その他

2012年 1月 中国管理統括会社始動

各国別管理を発展的に地域統括化

能
（
地

域
軸

・
機

能
軸

）②中国

③アジア
地域統括会社が担う役割

①経営品質の向上
（ガバナンス・コンプライアンス・内部統制）

グロ バル自律成長
• 海外M&AのPMI加速

41

③アジア
（検討途上）

④米州

⑤EMEA
※

※EMEA・・・Europe,  the Middle East and Africa （ﾖｰﾛｯﾊﾟ、中東及びｱﾌﾘｶ）

2014年10月 米州統括会社始動

2015年 3月 再編登記申請完了

地
域

コ
ー

ポ
レ

ー
ト
機

能④米州

⑤EMEA

②経営効率の向上

③PMI（買収後の統合）の
積極サポート

（高品質・低コストの域内シェアードサービス）

（売上高：億円）

2020年度
売上高：2兆円（目標）

1兆円
～

7,000億円

技術革新を追い風とした高成長分野に経営
資源を重点配置し、トップライン成長を再加速

カテゴリー別のFY20売上高目標

重点２事業

（売上高：億円）

2015年度
売上高：1.15兆円（予想）

（売上高：億円）

2010年度
売上高：6,760億円

6,000
～

4,000
億円

3,484

4,000
億円

新規M&A
約5,000

億円

6,000
～

4,000
億円

42

精
密
小
型
モ
ー
タ

車
載

家
電
・商
業
・
産
業
用

そ
の
他
の

製
品
グ
ル
ー
プ

精
密
小
型
モ
ー
タ

車
載

家
電
・商
業
・
産
業
用

そ
の
他
の

製
品
グ
ル
ー
プ

精
密
小
型
モ
ー
タ

車
載

家
電
・商
業
・
産
業
用

そ
の
他
の

製
品
グ
ル
ー
プ

,
億円

692
億円

942
億円

1,642
億円

3,000
億円

2,800
億円

1,700
億円

3,000
～

2,000
億円
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精密小型モータ精密小型モータ 車載車載
営業利益（右軸）

売上高（左軸）

4,000

3,625
3,980

6,000 1,200

3,000

1 970

4,000 1,200

（億円） （億円）（億円） （億円）

1兆円

1兆円

カテゴリー別の業績見通し

＊31ページに記載の注記にご留意下さい。

6 000 600 3 000 400

（億円）（億円）

家電・商業・産業用家電・商業・産業用 その他の製品ｸﾞﾙｰﾌﾟその他の製品ｸﾞﾙｰﾌﾟ

（億円） （億円）

6,000

～

4,000

3,314
3,197

3,625

631
567542

226
0

3,000

11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 20年度

0

600 843 867
1,192

1,970

67

164

-20

33

-2,000

0

2,000

11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 20年度

-600

0

600

（予想）

（予想）

（目標）

（目標）

1兆円
～

7,000億円

43

2,261

1,242

2,630 2,800

6,000

～

4,000

1,618

61 46

155
201

0

3,000

6,000

11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 20年度

0

300

600

1,700

1,6741,411

1704

1,424

139

219

-6

149

-1,500

0

1,500

3,000

11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 20年度

-200

0

200

400

（予想） （目標）

（予想） （目標）

3,000
～

2,000


